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令和７年３月１日（土） 第 66 回 卒業証書授与式 

寒かった冬もようやく終わり、玄関前の紅白の梅も、

見事に花を咲かせ、暖かい春がやってまいりました。 

本日、この良き日に、神奈川県立西湘高等学校 第 66

回目の卒業証書授与式を執り行うことができました。 

ただいま 344 名の皆さんに卒業証書を授与いたしまし

た。卒業生の皆さん、そして保護者の皆様、ご卒業おめ

でとうございます。 

私たち、教職員一同、皆さんのご卒業を、心より、祝福

いたします。 

 

本日、この卒業証書授与式を、執り行うにあたり、ご多

忙中にもかかわらず、ご臨席いただきました 

ＰＴＡ会長伊藤夏紀様、同窓会会長古川達高様、多数

のご来賓の皆様、保護者の皆様、高いところからではご

ざいますが、心よりお礼申し上げます。 

 

さて、卒業生の皆さん、西湘高校で過ごしたこの 

３年間は、いかがだったでしょうか。 

新型コロナウイルスの影響を受けた中学生のころとは



2 
 

違い、入学後は期待していた高校生活が始まったことと

思います。 

平常に戻った現在から考えると、「緊急事態宣言」「マ

スク着用」「分散登校」といった言葉が使われた時期が、

遠い昔のように、感じられるのではないでしょうか。 

 

私は皆さんが２年生に進級した、一昨年の４月に着任

し、この２年間、皆さんの活躍を目にしてきました。 

熱心に授業を受ける姿。部活動で汗を流している姿。

学校行事で頑張っている姿。それぞれに感動しました。 

特に３年生になってからの体育祭では、それぞれの団

が、一致団結して下級生を支えながら、活動した姿は、

目に焼き付いています。 

また、８月下旬の西湘祭は、台風等の影響で何度も延

期を余儀なくされました。それでも皆さんの「何とか西

湘祭を開催したい」という気持ちが、平日開催でしたが、

見事に、開催まで、こぎつけることができました。 

この３年間、皆さんは勉強、学校行事、部活動などに力

を注ぎ、本日、立派に卒業の日を迎えることができまし

た。 
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そんな皆さんに、三つの言葉を贈ります。 

一つ目は、『克己』です。 

この言葉はＰＴＡの広報誌にも、掲載させて、いただ

きました。私の好きな言葉です。 

「己に克つ」という意味です。本来は「自分の意志の力

で、衝動や欲望・感情などを抑えること」を意味します

が、私は「弱い自分に打ち勝つ」と解釈して皆さんにお

伝えします。 

皆さんの中には「もっと上を目指したい、でも自分は

この程度が限界だな」であるとか、「上を望めばきりがな

い、このぐらいで満足としよう」と決めつけている人は

いないでしょうか。 

今、西湘高校を卒業する皆さんは、様々な可能性を秘

めています。自分で、限界を決めつけずに、その秘めた

可能性を、実現させてください。 

二つ目は、『飛躍』です。 

昇降口の手前の、黒松の木の下に、この『飛躍』と記さ

れた石碑が、立っているのを、ご存じでしょうか。昭和

55 年、今から 45 年前、当時の卒業生が卒業記念として、

残してくれたものです。西湘高校が、そして卒業生の皆
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さんが、世界に大きく羽ばたくことを願って、建てたも

のと思います。ぜひ皆さんも、諸先輩方の願いを受けて、

世界に大きく、羽ばたいてください。 

三つ目は、『西湘プライド』という言葉です。 

昨年の始業式の時にも皆さんに伝えました。 

同窓会がよく使っている言葉です。 

西湘高校は、間もなく創立 70 年を迎えます。この間、

２万４千人をこえる卒業生を世に送り出してきました。 

卒業生は、国内外の政治、経済、文化、科学、スポーツ

とあらゆる場面で活躍しています。本日、この会場にお

いでになった方の中にも、本校の卒業生が多数いらっし

ゃることと思います。今日から皆さんは、その仲間入り

となります。先輩方に続き、国際的に活躍できるリーダ

ーとして成長してください。 

現在は、先行きが不透明で、予測困難な時代だといわ

れています。世界は大きく変わり、進歩し続けています。 

例えば、皆さんが手放せない「スマホ」は、皆さんが誕

生したころ、発売されました。今では当たり前の、 

「バーコードをかざして、支払いを済ませる」 

「撮影した写真を、即座に世界に向けて発信する」 
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「スマホをかざして、駅の改札を通る」など、このよう

なことは、十数年前には考えられなかったことです。 

「スマホ」が世の中に浸透したことで、この十数年間

で、人々の生活は大きく変わりました。 

皆さんが 30 歳、40 歳を迎えるころには、現在、人間が

行っている仕事の多くが無くなり、ＡＩ等がとって代わ

るとも言われています。 

また、世界の情勢をみると、ロシアとウクライナの戦

争は３年以上たちました。また、イスラエルでは新たな

戦争が始まっており、我々が当たり前だと思っていた、

世界のパワーバランスが刻々と変化しています。 

このような予測困難といわれる時代でも、西湘高校で

の、３年間を、柔軟に、そして、たくましく過ごしてきた

皆さんだからこそ、様々な困難をきっと乗り越えること

ができるはずです。 

 

改めて卒業生の皆さんに伝えます。 

『西湘プライド』 

西湘高校の卒業生として誇りを持ち、 

『克己』 
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自分自身に限界を設けず、成長し続け、 

『飛躍』 

新たな世界で、大きく羽ばたいてください。 

みなさんの春は、もうそこまでやってきています。 

これから始まる、新たな場所で、みなさんが、飛躍され

ることを願っています。 

以上、卒業生の皆さんの、さらなる前途を期待いたし

まして、学校長の言葉とします。 

皆さん、卒業おめでとうございます。 


